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様式10 
〔学校部門 複数学年〕                                                    ［概要版報告書］ 

助成番号 助成事業名 学校名 
2024-7213-023 佐護川流域の生態系を探ろう 対馬市立佐須奈小学校 

所在地 長崎県対馬市上県町佐須奈乙321 対象河川名 佐護川水系佐護川 
対象学年 5学年(7人)、6学年(9人) 主たる教科 総合 

河川教育の目標 

［第5学年］ 

〇佐護川水系佐護川の水生昆虫を飼育・観察して調べ、川に生息する生きものを明らかにする。 

［第6学年］ 

〇佐護川水系佐護川の本流と支流の用水路の水質調査を行い、河川の水質と流域の生きものとの

関係について考え、流域環境保全について実践する素地を培う。 

育成したい資質・

能力 

［第5学年］・水生生物を観察する力 ・見分ける力 
［第6学年］・科学的に調査する力 ・関連付ける力  

学習活動の内容と成果 

第5学年 
［内容］ 
・佐護川水系佐護川の支流の用水路において、捕獲網を使って水生生物を捕獲するため、ガサガサ体験を行った。メ

ダカやドジョウ、ギンブナといった淡水魚、アマガエルやツシマアカガエルのオタマジャクシ、タイコウチやイト

トンボ類のヤゴやゲンゴロウ類などの水生昆虫を捕獲した。 
・理科室でメダカを飼育し、産卵させ、メダカの誕生について学習を進めた。 
・用水路の周辺の生きもの調査も行い、ウスバキトンボやアマガエル、ツシマアカガエル、クモ類など多くの生きも

のを観察することができた。 
・ツシマヤマネコの糞を探しの痕跡調査を行った。ツシマヤマネコの糞から何を食べているのかを調査した。 
・生きものとの関係を整理して、ツシマヤマネコを守るためには、どのような保全活動をすればよいかを考え、同じ

ように取り組んでいる高校生や市役所、NPO団体と生息域内保全について遠隔交流学習を行った。 
［成果］ 
・用水路には、メダカやドジョウ、ギンブナが生息していることに気が付いた。また、これらの淡水魚を初めて見た 
児童が多く、自教室でも飼育活動をするなど、興味をもって取り組むことができた。 

・用水路の周辺には、圃場整備された田園が広がっており、そこには絶滅危惧種であるツシマヤマネコが生息してい

ることに気が付いた。 
・ツシマヤマネコの保全のためには、河川環境の改善も必要なことだと考えることができた。 
 
第6学年 
［内容］ 
・ツシマヤマネコとの共存をめざした NPO 団体「佐護ヤマネコ稲作研究会」から、減農薬栽培の取組みについて講

話してもらった。 
・ミズムシやタイコウチ、タニシなど河川の水質指標生物を裏付けるため、用水路の水質調査を行い、昨年度との比

較を行った。 
・用水路の周辺の生きもの調査も行い、ウスバキトンボやアマガエル、ツシマアカガエル、クモ類など多くの生きも

のを観察することができた。 
・食物連鎖の関係から、ツシマヤマネコが安心して生息するためにどのような生きものが必要かを考えた。 
・ツシマヤマネコの保全のため、減農薬栽培を広く展開することが必要だと気付き、島内の商業施設に自作したリー

フレットを配布したり、フォーラムで必要性を訴えたりして、広報活動を行った。 
［成果］ 
・減農薬栽培を行えば、田んぼの周辺にはトンボ類、カエル類、クモ類など多くの生きものが生息していることが理 
解できた。 

・田んぼに供給される佐護川本流と田んぼから排水された集まる用水路では、水質が大きく違いうことが化学的酸素

供給量を測るパックテストで測定できた。 
・流域を広く行き来するツシマヤマネコを保全するためには、餌となるカエルやネズミなど流域全体で保全していか

なければいけないことにも気が付いた。 



 

学びの創意工夫点 

・ドローンの活用：佐護川水系佐護川本流と用水路との位置関係を把握させるとともに、河川の

そばに田んぼが広がり、そして山の麓に家屋が並ぶ流域の広がりを実感させることができた。 
・第5学年理科で学んだ「生命のつながり-メダカのたんじょう-」と第6 学年理科の「生物と地

球環境」を関連付けながら指導することにより、ミジンコ類→メダカ→カエル類→ヘビ類→ツ

シマヤマネコという食物連鎖を学習フィールドから整理することができた。 

河川教育を通じて

見られた子どもの

変容 

・佐護川水系佐護川には、メダカ、アユ、ドジョウ、タイコウチなど、多様な生きものが生息し

ていることに気付くとともに、佐護川本流はとてもきれいであることに確信をもつことができ

た。ツシマヤマネコを守るためには、ヤマネコだけに目を向けるのではなく、その他の生きも

のも守っていかなければいけないことにも気が付いた。 
支援者等（複数記入可） 

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 
河川管理者 行政機関、博物館、資料館等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援の概要 

・用水路や佐護川本流の生きもの調査を保護者や市民団体、専門家及び環境省の方々に協力し

ていただいて実施した。 

(佐護ヤマネコ稲作研究会、郷土昆虫家、対馬野生生物保護センター職員) 

・ツシマヤマネコの生息域内保全について、外部高校、市民団体、行政機関を遠隔会議システ

ムでつなぎ、保全活動について意見交換した。 

(関西大学附属第一高校・中学校生物部、対馬市役所SDGｓ推進課、佐護ヤマネコ稲作研究会) 

成果発表 

成果作品 発表方法 

両学年は複式学級であるため、互いに協力しな

がら学んだことをリーフレットにまとめた。 

11月の自校の文化祭、12月の第10回対馬学

フォーラム、3月の遠隔交流学習で発表 

今後の課題・展開 

・2023年、2024年ともに、7月に水質調査を行い、本流は、COD値 0ｍｇ/L、用水路は COD値 7．3ｍｇ/L(2023年は

COD値7ｍｇ/L)と大きな差がある。パックテストによって用水路の汚れが植物由来か(窒素酸化物)、動物由来か(硫

黄酸化物)をさらに追究していきたい。また、佐護川水系佐護川は2級河川である。さらに広範囲で生きもの調査を

進めるとともに、河川に生息するハゼ類や藻類を学校で飼育して、じっくり観察させていきたい。 

・キーワードとなる言葉にアンダーラインを引いて下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



学校名 助成番号

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

単
元
目
標

評
価
の
観
点

主
な
学
習
活
動

河川教育計画書【複数学年5年生】

1.助成事業名 	佐護川流域の生態系を探ろう

2.河川教育の目標 佐護川水系佐護川の水生昆虫を飼育したり観察したりして調べ、川に生息するトンボ類やヘビトンボ類、ゲンゴロウ類などの生きものを明らかにする。

崎県対馬市立佐須奈小学校

3.育成したい資質・能力
水生生物を観察する力･･･メダカやアユなどの成長の様子を観察する力
見分ける力･･･メダカの雄雌、アユとウグイの違い、トビケラ類やカゲロウ類を形質同定する力

4.学年／人数 7人

5.単元構想

10時間 4時間 4時間

用水路でメダカを

捕獲する。

地域の方々と捕

獲調査を行い、佐

護川の中流域で、

アユやウグイなど

の生きものを調

査する。

野生生物保護セ

ンターの方と佐護

川の上流域から

下流域の水生昆

虫を調査する。

佐護川の様子につ

いて観察して、土地

の形成に調べる。

佐護川について、

浅いところや深い

ところなど、詳しく

調べる。

これまでの活動

の写真を整理し

て、マップづくりに

必要な写真を選

ぶ。

佐護川に生息するメダカを飼育して観察するとともに、アユ

やウグイなどの魚類、トビケラ類やカゲロウ類などの水生昆

虫を調査することができる。

佐護川の上流から下流までを観察することを通して、生きものが

どのような場所に生息しているかを明らかにする。

これまでに調査してきた生きものについて振り返り、佐護川流域

マップに関わってきた生きものや川の様子などを書き込み、完成

させる。

単元名 佐護川流域マップをつくろう単元名 佐護川の生きものを観察しよう 単元名 生きもののすみかを探そう

田んぼの周辺の

用水路には、メ

ダカの他にも、ド

ジョウやフナなど、

多くの生きものが

生息していること

に気付くことがで

きる。

佐護川には、ア

ユやウグイなど

の生きものが生

息していることに

気付くとともに、

水質について考

えることができる。

トビケラ類やカゲ

ロウ類を見つける

ことができるととも

に、佐護川の水質

について判断する

ことができる。

佐護川の上流、中

流、下流を石の大

きさを手がかりに判

断することができる。

佐護川の様子を

詳しく調べ、生き

ものがどこに多く

生息しているの

か見つけたり、考

えたりすることが

できる。

ICTを活用して、必

要な情報を引き出

すことができる。

佐護川流域マッ

プに情報を書き

込む。

友達と協力しなが

ら、情報をマップ

に貼り付けること

ができる。

地域の方々を呼

んで、佐護川流

域マップの発表を

する。

佐護川の地形と

生きものとの関係

に付いて考えると

ともに、河川を中

心に豊かな生きも

のについて理解

することができる。

主たる教科： 関連教科：主たる教科：理科 関連教科： 総合的な学習の時間 主たる教科：理科 関連教科：総合的学習の時間 主たる教科：理科 関連教科：総合的な学習の時間



学校名 助成番号

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

単
元
目
標

評
価
の
観
点

主
な
学
習
活
動

河川教育計画書【複数学年6年生】

1.助成事業名 	佐護川流域の生態系を探ろう

2.河川教育の目標 佐護川水系佐護川の水質調査を行い、河川の水質と流域の生きもの環境との関係を明らかにする。

崎県対馬市立佐須奈小学校

3.育成したい資質・能力
科学的に調査する力･･･河川の化学的酸素供給量を測定したり、水質のきれいさを示す指標生物を見分けたりする
関連付ける力･･･調べたこと（水質や生きもの）と全体（流域の環境）を結びつけて考える力

4.学年／人数

5.単元構想

8時間 8時間 8時間

野生生物保護セ

ンターの方と一緒

に、生きものとの

共存に向けた米

作りについて話を

聞く。

野生生物保護セ

ンターやツシマヤ

マネコ稲作研究

会の方々と苗作

りや田植えをする。

田に供給される

水と排水される用

水路の水質を調

査する。

野生生物保護セン

ターの方とツシマヤ

マネコの糞の解析

を行う。

野生生物保護セ

ンターの方と一緒

に、田や用水路

に生息する生きも

のを調査する。

野生生物保護セ

ンターやツシマヤ

マネコ稲作研究

会の方々と稲刈

りを行い、田んぼ

にはどのような生

きものがいるか調

査する。

地域の方々と収

穫祭を行う。

ツシマヤマネコとの共存に向けた米作りについて理解を深

めるとともに、田んぼや佐護川に生息する生きものを調査す

る。

お米の収穫や収穫祭を通して、米作りと佐護川に生息する生きも

のと関係について、考える。

米作りと生きものとの関係を明らかにし、佐護川流域生態系に

ついて、多様な場で発表する。

単元名 「ツシマヤマネコ米」づくりについて、広げよう単元名 「ツシマヤマネコ米」をつくろう 単元名 米作りと生きものとの関係を考えよう

佐護川流域には、

絶滅危惧種であ

るツシマヤマネコ

が生息している

ことを理解する。

ツシマヤマネコな

どを含めた生きも

のを守るための

工夫や努力につ

いて理解する。

水質調査の方法

を身に付けるとと

もに、水質につい

て判断することが

できる。

ツシマヤマネコの

餌となる生きものを

理解するとともに、

生息する生きもの

の多様性について

考えることができる。

河川指標生物に

ついて見分けるこ

とができるととも

に、佐護川や用

水路の水質につ

いて判断を深め

ることができる。

実際に、ツシマヤ

マネコの餌となる

生きものを見つけ

ることができる。

米作りと生きもの

との関係について

質問することがで

きるとともに、佐護

川の豊かさを考え

ることができる。

佐護川流域マッ

プを作成する。

佐護川と生きもの

との関連を考えな

がら、流域マップ

を作成することが

できる。

学校、保護者、地

域など多様な場

で発表する。

相手に合わせて、

発表の内容や方

法を変えて、わか

りやすく伝えること

ができる。

主たる教科： 関連教科：主たる教科：総合 関連教科：理科 主たる教科：総合 関連教科：理科 主たる教科：総合 関連教科：理科
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第５・６学年 総合的な学習の時間 活動計画 

活動題 
佐護ツシマヤマネコ米と自然環境とのつながり 

（ＥＳＤ教育を踏まえて） 
実施時期 ４月～３月 総時数例 ７０時間 

活動目標 
佐護ツシマヤマネコ米と自然環境とのつながりや魅力に気付き、それを島内外へ向けてどのように発信していくかを考

え、行動する。 

学習過程と主な活動内容 教師の支援 評価・備考 

課

題

の

設

定 

１ 佐護ツシマヤマネコ米について知る。 

・ヤマネコ教室に参加をする。

・田植え体験をする。

・課題を出し合い、テーマを決定する。

２ 課題ごとにグルーピングを行い、追究活動の計画を立て

る。 

○児童が興味を抱くような話を簡潔

に行う。

○体験活動を通して得られた感動や

驚き、疑問などをもとに、こだわっ

て追究できる課題を決めさせる。

関心意欲 

課題設定 

情

報

の 

収

集 

３ 計画に沿って、追究活動を行う。 

・峰地区の田畑の様子を調べる。（集団宿泊学習と絡める）

・インターネットや本などを使って調べる。

・農家さんやＭＩＴさんにインタビューを行う。

・学校で、バケツ稲を育てる。

・生き物調査、ツシマヤマネコ痕跡調査を行う。

○追究活動を通して得られた情報を

選択・整理させる。
情報収集

コミュニ

ケーショ

ン 

整

理 

・

分

析 

４ 中間発表会を行う。 

・グループごとの発表を聞き合う。

・中間発表会のふり返りをもとに、今後の活動につ

いて考える。

５ 文化祭の準備をする。 

・原稿や資料を作り、発表の練習をする。

・ヤマネコ米の良さや課題をリーフレットにまとめる。

○発表しながら相互評価を行う。

○中間発表会のふり返りをグループ

ごとに行わせる。その後の活動につ

なげる。

○準備が整ったグループから練習に

入り、相互評価しながら内容を充実

させる。

情報収集

コミュニ

ケーショ

ン 

情報活用 

表現力 

ま

と

め 

・ 

表

現 

６ 文化祭で発表する。 

７ 佐護ツシマヤマネコ米の試食会を行う。 

・お世話になった方々を招待する。

・佐護ツシマヤマネコ米の良さを実感する。

８ 校外で広報活動を行う。 

・自らリーフレットの設置依頼を行う。

９ 対馬学フォーラムに参加する。 

・島内外に向けて、ヤマネコ米の広報活動を行う。

１０ これまでの活動をふり返り、これから自分にできるこ

とを考える。 

・次年度の計画を立てる。（5 年生）

・活動を発展させ、卒業記念制作をつくる。（6 年生）

○実際に試食することで、ヤマネコ米

の良さ実感すると共に、お世話にな

った人へ感謝の気持ちを表現する。 

○実際に町へ出て、ヤマネコ米を広め

させる。

○活動の総括をさせる。

コミュニ

ケーショ

ン 

情報活用 

表現力 



 

様式14-3 
〔学校部門〕単学年・複数学年                                              ［見られたこどもの変容］ 

助成番号 助成事業名 学校名 

2024-7213-023 佐護川流域の生態系を探ろう 対馬市立佐須奈小学校 

 
学年：第５・６学年 
学習活動名 ：ツシマヤマネコ米の田植え 
見られた子どもの変容： 
減農薬栽培を行っている学校田には、アマガエルやツシマア 

カガエルなどの卵がたくさん見られる。                                                    

「カエルの卵だあ。気持ち悪い。」と騒ぎながらも、自然と

共生していく方法について、理解できた。 

 
    

学習活動名：田んぼの水質を検査しよう 
見られた子どもの変容： 
学校田に供給される佐護川の水は、化学的酸素供給量が０㎎ 
/Ｌで「とてもきれい」なのに、学校田を含めた周辺の田んぼ 
から排水される水が流れる用水路は7.3㎎/Ｌで「とても汚 
い」に分類される。「農薬を使っているのかな？そもそも田 
んぼが汚いのかな？」と疑問をもった。 

                                                                                                      

 
学年：第５・６学年 
学習活動名：対馬学フォーラムでの発表 
見られた子どもの変容： 

        会場から「ツシマヤマネコとの共生を考えていくことで、世 

               界の課題となっている生物多様性への気づきが見られて大 

変うれしい。」とのコメントがあった。児童らは、ツシマヤ 

マネコだけではなく、多様な生物との関わりに気付き、発表 

したことを認められ、自尊感情や自己肯定感が高まったであ 

ろう。 

 
注1） 子どもの変容が分かる写真を掲載し、その変容が見られた学習活動名、見られたこどもの姿（変容）を記載してください。その際、

できる限り子どもが発した言葉などを拾い上げてください。 

注2） 全ての活動について載せる必要はありません。 
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様式15 
〔学校部門〕                                                                ［実施箇所位置図］ 

助成番号 助成事業名 学校名 

2024-7213-023 佐護川流域の生態系を探ろう 対馬市立佐須奈小学校 

助 

成 

事 

業 

の  

主  

な  

実  

施  

箇  
所 

主な実施箇所    
※環境学習を数カ所で実施している場合は、代表的な箇所を2カ所程度記載してください。 
※ダム等の施設を見学した場合は、当該施設の位置図を記入して下さい。 
  （縮尺は1/50万～1/100万程度） 
 
 

 

佐護川水系佐護川 
対馬市立佐須奈小学校 

学校田及び用水路 

佐護川本流生きもの調査 
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